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P2本日のご説明内容

① 利用者情報の取扱いについて (主に同意の取得方法、取得情報及び
収集方法、取得情報の利用目的、第三者提供、規約を改定した際の利
用者への通知、透明性の確保)

② ターゲティング広告及びオプトアウトについて（主にターゲティング
広告の運用及びユーザへの理解促進の取組、オプトアウトの機会の提
示方法）

③ 当社における広告審査及び不適切な広告の排除への取組状況



P3目次

1. Yahoo! JAPANの紹介
2. お客様のデータに関する大前提と体制
3. 利用者情報の取扱いについて
4. 広告審査・不適切な広告排除の取組み



Yahoo! JAPANの紹介



P5Yahoo! JAPANについて

ユーザーアクションを一気通貫でおさえるサービス群

多様なサービス、膨大な利用者数、マルチビッグデータを保有する

国内最大級インターネット企業

国内最大の利用者基盤

質の高いマルチビッグデータ

メディア事業メディア事業 コマース

「Yahoo! JAPAN」
のリーチ

日本のインターネットサービス利用者数ランキング
（トータルデジタル）*1

*1 PCとスマートフォンの重複を除いた「トータルデジタル」でのリーチ(利用者数) 
出典：ニールセンデジタル(株)ニールセンデジタルコンテンツ視聴率(2020年4月) 

多様性 100＋の
多様なサービス

量
月間ログイン
ユーザーID数 鮮度

「Yahoo!検索」
など利用頻度の
高いサービス5,000万＋



P6ヤフーの目指すもの

「データの会社を目指す」
2018年1月24日



お客様のデータに関する大前提と体制



P8お客様のデータを預かる上での大前提

出典：https://privacy.yahoo.co.jp/notice20190901.html



P9

CDO・DD体制 アドバイザリーボードDPOの設置

プライバシーを守る体制



P10CDO・DD体制
法令を遵守しプライバシーに配慮したデータの利活用を推進するために、
CDO（最高データ責任者）とサービスごとのDD（データ責任者）を設置。



P11データ保護責任者（DPO）の設置
 データの適切な活用によって、これまで解決できなかった社会課題の解決
や、より豊かな生活が実現することについて、社会の期待は高まってきてい
る。

 この期待にいかに適切に応えていくのかが、社会の一員としてヤフーが受け
入れられるか否かを決する。

 他方人々のプライバシーの保護に対する要請は近年特に高まってきており、
これへの適切な配慮が不可欠。

 DPOの設置は、これらの流れの中にあるもの。個人情報やプライバシーに関
する知見を十分に有し、社内のデータの取り扱いに関する状況等を把握して
いる者が、サービスや機能の設計の段階から、第三者的・中立的な立場で監
視・助言することで、より適切なデータ利活用を実現させることを目的とす
る。また、これらの活動をとおしてプライバシーへの適切な配慮を企業のス
タンダードとして定着させていく役割を担う。個人情報保護委員会などの監
督官庁の対応窓口などの役割も担う。



P12プライバシーに関するアドバイザリーボード設置背景
1）法令の遵守、プライバシーリスクへの十分な配慮、お客様の不当な不利益の排除
・関連法令を確実に遵守することが、まずはスタートライン。
・本人のプライバシーにどのような影響を与え得るのか、という観点での検討
※ 通常知られたくない事実、不当な差別的取扱いにつながる情報、思想信条に関わる情報などの取り
扱いはないか、人生を左右するような重大な局面におけるデータの利用でないか。

・お客様に一方的に情報を提供させていないか、お客様にメリットがあるのか
2）コンテキストにあった取得と利用
3）透明性、アカウンタビリティの確保
・お客様が予期しないデータの取得や利用は炎上リスクと独禁法違反リスク
・データの利用方法等について、分かりやすく説明することが重要。

4）本人への選択権の提供
・本人に選択肢を提供することは強力なリスクヘッジになる。ただし、実質的に選択できる状
態を担保することが必要

5）ガバナンス体制の構築
・以上が組織的に担保される仕組みの構築が必要

その仕組みの1つとして、「プライバシーに関するアドバイザリーボード」を設置



P13プライバシーに関するアドバイザリーボード
委員、アジェンダ、主なご意見と対応をプライバシーセンターで公表

出典：https://privacy.yahoo.co.jp/advisoryboard.html

委員（敬称略・五十音順）

• 川口 洋
（株式会社川口設計 代表取締役）

• 宍戸常寿
（座長・東京大学 大学院法学政治学研究科 教授）

• 庄司昌彦
（武蔵大学 社会学部 教授）

• 鈴木正朝
（新潟大学 大学院現代社会文化研究科 / 法学部 教授、理化学研究所 革新知能統合研究センター 情報法制チームリーダー）

• 長田三紀
（情報通信消費者ネットワーク）

• 森 亮二
（英知法律事務所 弁護士）



利用者情報の取扱いについて



P15プライバシーポリシーについて
 内容
・お客様の「パーソナルデータ」の取り扱いについて定めたポリシー

 背景
・情報技術（IT）の加速度的な発展とデータの利用可能性の広がり
・詳細に記述することによる分かりやすさの限界
・個人情報とそれ以外の情報の境界の不明確性

 主な特徴
・利用規約の一部であること
・適用範囲が個人情報だけではないこと
・分かりやすさを意識した簡潔な記述
・プライバシーポリシーとプライバシーセンターがあること
・第三者提供について一定の範囲で予め同意をいただいていること



P16プライバシーポリシーの同意取得について
▼会員登録画面
（利用規約・プライバシーポリシー・グループ企業
とのデータ連携に関する同意画面）



P17プライバシーポリシー改定時の対応
2019年の改定時には以下の対応を実施

方針
１

方針
２

プライバシーポリシーを変更したことを、
まずきちんとユーザーに認知してもらう

その上で、グループ間でデータを使わせて
いただくことについて、明確な同意をとる

・100億PV以上を目標にサイト/アプリで告知
・全アクティブユーザーへ複数回メールを送付

実現の
ために

・主要サービスの各トップで同意画面を掲出
・データ連携設定は「デフォルトオフ」からスタート

実現の
ために



P18グループデータ連携（同意取得とコントロール）

明示的な同意 コントロール機能

• グループデータ連携は、ダイアログにより明示的な同意をいただいたユーザーに提供
• 同意したあとに個社ごとに連携をオン/オフすることも可能です



P19

○ 幅広くデータを活用しようと思えば、プライバシーポリシー
によるコミュニケーションは基本的に困難。

○ コンテキストに沿ったデータの取得と利用が第一。お客様が
予期しにくい利用等については事前の丁寧な説明が不可欠。

○ 「お客様の便利のために」というのは大きなおせっかいの場
合も多い。できるだけ本人に選択肢を提供する。

○ プライバシー設定の確認をお願いする電子メールを定期的
に送信する取り組みを昨年7月に開始。

※ 当社においては、2016年6月に、それまでのプライバシーポリシー
においてできるだけ詳細にデータの取り扱いについて説明するとい
う方針を改め、プライバシーポリシーにおいてはデータの取り扱い
の基本的事項のみを定め、その内容の詳細を図表等を用いて説明す
る「プライバシーセンター」を新たに開設しました。



P20パーソナルデータの利用目的

プライバシーセンター（およびプライバシーポリシー）において明記



P21パーソナルデータの取得
どのようなデータを、どのような場合に取得しているのかを具体的に説明



P22パーソナルデータの活用
一人ひとりの好みにあわせたニュースをお届けしたり、安心してお買い物を
楽しんでいただくために、データを使って日々サービスを改善しています。



P23広告の表示

行動履歴による広告内容の最適化オン/オフは「広告設定」から変更が可能



P24広告設定（オプトアウト）の導線
Yahoo! JAPANトップ、プライバシーセンターなどから容易に設定変更が可能

例）トップページ（Web）からの遷移
登録情報＞プライバシー・メール配信＞広告設定



P25広告へのパーソナルデータの利用の説明

プライバシーセンターにおいて
詳細をご説明



P26広告のためのデータ利用について
「Yahoo! JAPAN広告データ利用基準」において、慎重に扱うべき個人に関する
データを利用したターゲティングを禁止

（参考）https://marketing.yahoo.co.jp/guidelines/



P27パーソナルデータの第三者提供について
お客様にご同意いただいた場合に限り、お客様へよりよいサービスを提供する
ために、下記のデータ連携を行います



P28Yahoo! ID連携（ユーザー同意）

ユーザーがID連携を行う際に同意ダイアログが表示されます



P29Yahoo! ID連携（コントロール画面）

同意内容は、Yahoo! JAPANのプライバシー設定ページで確認することができます



P30グループデータ連携（再掲）

明示的な同意 コントロール機能

• グループデータ連携は、ダイアログにより明示的な同意をいただいたユーザーに提供
• 同意したあとに個社ごとに連携をオン/オフすることも可能です



P31グループデータ連携（ガバナンス）

プライバシー保護の設計

出典：https://privacy.yahoo.co.jp/group.html

グループデータ連携の導入にあたり、ユーザーのプライバシーを保護するために必要
なルールと体制を設けました



広告審査・
不適切な広告排除の取組み



P33広告審査

Yahoo! JAPAN広告掲載基準

• 弊社の定める広告掲載基準に基づき、「システム」と「人」による広告審査を実施
• 掲載前の審査に加え、サイトコンテンツが変更されるなどの場合に備え掲載後にも実施

品質を保つための審査体制＞広告審査 https://marketing.yahoo.co.jp/strength/quality/adreview/



P34ガイドライン違反申告フォーム

https://marketing.yahoo.co.jp/contact/

• 掲載中の広告に対し、ユーザーか
ら意見を申告できる窓口の設置

• 権利侵害など対応すべきものは
広告主様への確認
広告掲載の停止



P35品質向上のための情報開示

• 広告サービス品質向上のための取り組みについて様々な情報を開示
• ユーザーのプライバシーへの配慮を目的に不適切なデータ利用をしないためのガイドラインを公開

広告サービス品質向上のための取り組み https://marketing.yahoo.co.jp/strength/quality/
広告品質のダイヤモンドの取り組み https://marketing.yahoo.co.jp/strength/quality/diamond/



P36不適切な広告の排除への取組状況

約1億7千万件

約2億4千万件

2020年度

2019年度

※：Yahoo! JAPAN 広告掲載基準や広告入稿規定、広告販売ルールに抵触した広告のタイトルや説明文、画像、リンク先のウェブサイト、キーワードなどの各
非承認数を合計した件数で、広告単体の件数ではございません。

2020年度

2019年度

最上級表示、No.1 表示 ユーザーに不快感を与えるような表現
医療機関 薬用化粧品（医薬部外品）、化粧品
広告の有用性について 食品、健康食品
広告の関連性について ユーザーの意に反する広告の禁止
不当表示の禁止 その他

広告審査での非承認数 非承認理由の内訳

透明性レポート https://marketing.yahoo.co.jp/strength/quality/adqualityreport/




